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平成３０年度事業報告書 
                     特定非営利活動法人地域診療情報連携協議会 

１ 事業実施の成果 

外国からの労働者・研修生・語学留学生及び観光客などの増加により、外国人患者受け入れの国際

病院を目指す医療機関が増えています。そうした医療機関や医療従事者に、外国人患者を受け入れル

ためのセミナーやコンサルティングを行ない、外国人患者受入れの理解を深めることができました。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業                                                     

    実施  実施  従事者  受益対象者  

   事業名    事 業 内 容     の範囲及び  

    日時  場所  の人数  人数  

 国際医療に

おける「こと

ばのかべ」を

なくすセミ

ナー 

 

大学において医療等を学んでいる

学生及び職員に対して、外国人患者

とのコミュニケーションの重要性

についてセミナーを行った。 

平成30年5

月30日 

群馬県立

健康科学

大学 

 2名 大学の学生・ 

職員 

 約100名 

 

 国際医療に

おける「こと

ばのかべ」を

なくすセミ

ナー 

 

大学において医療等を学んでいる

学生に対して、外国人患者とのコミ

ュニケーションの重要性について

セミナーを行った。 

平成 30年

11月13日 

群馬医療

福祉大学 

 1名 大学の学生 

  約50名 

 

 病院の国際

化に対する

コンサルテ

ィング 

ＪＭＩＰ（外国人患者受入れ認証制

度）を受審するためのコンサルティ

ング業務を行った。 

平成30年4

月1日から 

平成 30年

11月30日 

北海道大

学付属病

院 

 2名 大学病院の

職員 

 約50名 

 

  

 

 

 (2) その他の活動に係わる事業                                                             

 事業名 事 業 内 容  実施  実施  従事者  

    日時  場所  の人数  

       

       

       

 

 


